
 

学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 

１ 会 議 名  大垣養老高等学校運営協議会 （第３回） 

 

２ 開催日時  令和３年１月２７日（水） １０：００～１２：００ 

    

３ 開催場所  大垣養老高等学校 会議室 

 

４ 会議の構成 学校運営協議会委員（◎会長  ○副会長） 

◎林 新太郎  同窓会長 

  ○久保寺 美佳  地域の住民 

衣斐 浩一  保護者（本校ＰＴＡ会長） 

清水 由美子  養老町議会議員     

川添 公男  特別養護老人ホーム「白鶴荘」施設長 

伊藤 由美子  女性農業経営アドバイザー 

馬渕 康夫  日本板硝子（株）垂井事業所長  ご欠席 

                                                                    

              学 校 側     

高木 徳彦  校長 

桐山  泉  事務部長 

宮川 直樹  教頭 

伊藤  力  教頭  

土本  繁  教務主任 

小野 卓也  生徒指導部長 

田中  賢  進路指導部長 

髙橋 百合  総合学科部長 

箕浦  誠  農場長 

                                                    

５ 会議の概要 

（１） 学校長挨拶 

・コロナ禍における進路支援及び３年生の進路状況について 

・健康チェックや３密回避等の感染症予防の取組について 

・農場経営、各系列の取組について 

・部活動での活躍について（フェンシング部団体女子サーブル東海大会優勝、全国大会出 

場等） 

・生徒の心のケアについて 

・１００周年記念事業の寄贈バス及び堤防道路照明のＬＥＤ化工事について 

（２） 生徒発表に対する委員のご感想等 

１） 会計系列生徒発表「財務諸表分析 味の素 VSキユーピー」 

・味の素株式会社とキユーピー株式会社についてよく調べていると思った。この成果をぜ 

ひ両社に届けてほしい。 

・細かく企業分析がされていることに驚いた。企業の歴史を紐解くのもよいのではないか 



と感じた。 

２） 生活福祉系列生徒発表「私にできること 私たちにできること」 

・今年度は新型コロナウイルス感染症のため、いろいろなことに制限があり大変だったと 

思う。毎年、ボランティアとして当施設に来ていただいており、レクリエーション等を 

利用者の方々も大変楽しみにしている。今年度は来ていただけなくて残念だったが、来 

年度は是非来ていただきたい。 

・福祉については学ぶことが本当にたくさんあり、対人間で経験が大切である。これから 

も頑張ってほしい。 

・様々な体験を通して進路決定に繋がったことはよいことだと感じた。 

３） 環境園芸科生徒発表「花の魅力」（農業クラブ連盟意見発表県大会 分野３類優秀賞受賞） 

・発表をした生徒の堂々とした姿が気持ちよかった。 

・私も花が好きで、よく花を買うが、やはり値段がポイントで、安くてお得なものに消費 

者の目は向く。 

４） 生産科学科作物専攻田んぼアート班発表「未来に繋げ！西濃地区の私たちの水田！」 

（ＪＡ農業教育支援事業プロジェクト発表大会グランプリ受賞） 

・地域農業の課題解決に向けた取組の実行力に頭が下がった。 

・私自身、農業に携わっているので生徒の農業に対する熱い想いが伝わってきた。地域の 

ため、西濃のために農地の活用をどんどんＰＲしてほしい。 

・コロナに負けず、前向きに取組を進めた活動に感動を覚えた。 

（３） 自己評価 

・学校運営、教務部、生徒指導部、進路指導部、総合学科部、農業部、寮務部の順に、資

料に沿って自己評価の説明を行った。 

 

６ 本校へのご提言やご感想等 

意見① アンケートを見て全体的に肯定的な意見が多くなっており、改善されているのがよくわか

った。新型コロナウイルスの感染拡大に伴いボランティア活動が制限され、ボランティア

の大切さを教える場がなかったので、今後はできるようにしてほしい。 

意見② コロナ禍においてもできる限りの実践をしており、大変さが伝わってきた。 

意見③ 生徒発表や自己評価資料を拝見して、学校の取組がよく分かった。地域だけでなく専門の

方からも協力を得て、成果が現れている。これも教職員の指導のおかげであると思った。 

意見④ 生徒の発表から、それぞれの進学や就職に活かせていることが分かり、学習成果が現れて

いると感じた。自分たちの考え、研究したことを発信していける力は、これからの社会で

本当に大切だと思う。 

意見⑤ 生徒の発表はどれも素晴らしく感動した。未来は明るいと感じた。観光の町として養老町

の活性化、町おこしに生徒の力をぜひとも借りたいと思った。 

意見⑥ 登校できない生徒への配慮や支援をこれからもよろしくお願いしたい。 

意見⑦ 本校の様々な活動を学校プロモーション事業としてまとめ、それを西濃管内の住民に周知

してほしい。 

意見⑧ 企業や行政等との協働により、ふるさと教育の更なる推進をお願いしたい。 

 



７ 会議のまとめ 

コロナ禍であったが、今年度の取組状況や成果・課題を直接委員の皆様に説明させていただくため、

対面での開催とした。そのため、委員の皆さまの前で生徒が学習成果を発表する機会を設けることが

でき、委員にも好評であった。今回も学校運営の改善・充実のための有益なご提言をいただくことが

できたので、今後の学校運営に活かしていきたい。 


